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このアドボカシー・ブリーフは、ブルキナファソ、マリ、ニジェール、カメルーン北
西部と南西部、スーダンという、長い間忘れられてきた5つの危機に焦点を当て
ている。

プラン・インターナショナルは、忘れられてきたこれらの地域における紛争と、そ

こで生き延びようとする子どもに意識を向けてもらうために、このブリーフを作成
した。

それらはすべて、国連によって「子どもと武力紛争（CAAC）に関する懸念事態」

として公式に認定されており、私たちは人道支援団体として、各危機に積極的
に対応している。私たちは、国連安全保障理事会、安全保障理事会のCAAC作

業部会、そして国際社会に対し、これらの紛争にさらされている子どもを適切に

保護・支援するとともに、停戦と持続可能な和平を達成するために有効な努力

の強化を強く求める。

2022年以降、ブルキナファソの治安

は悪化し、人権状況に深刻な影響を
与えている。2023年には死者数が

倍増し、8,000人以上が殺害された

と報告されている¹。武装グループは

攻撃を激化させ、避難民と人道的

ニーズの急増につながっている。現

在も依然として不安定な情勢が続い

ており、ここ数カ月のあいだ多くの地

域がアクセス困難な状態にあり、人

道支援活動にとって大きな課題と
なっている。2024年、人道支援を必

要とする人の数は、前年の460万人

から630万人²に増加し、その中には

340万人の子どもが含まれている。

深刻なニーズにもかかわらず、2024
年の人道対応計画 (HRP) において

は目標の16.2%しか資金を調達でき

ておらず、大幅な資金不足が浮き彫
りになっている³。

現在も進行中であるこの危機は、農

業活動を著しく阻害し、食料不安を

悪化させている。暴力行為の激化に

より農民による土地の放棄が続き、

農業が主要な生計手段であるこの

地域に影響を及ぼしている。

その結果、栄養不良率は高止まり
し、5歳未満の子ども48万人および

妊娠中/授乳中の女性13万1,500人

が急性栄養不良になり、そのうち11
万3,000人は重度の急性栄養不良

になるだろうと予測されている⁴。

人道危機と深刻な治安の悪化によ

り民衆は危険にさらされており、難
民高等弁務官事務所（UNHCR）の

報告では、近隣諸国への難民の数
は約3倍の20万人に達しているとの

ことである⁵。さらに、ブルキナファソ

の国内避難民（IDP）の総数

は、2023年3月⁶の時点で約200万

人に達し、その中での子どもの割合
は58.5％を超える。

治安の悪化、政情不安、気候変動

によって引き起こされた人道危機に

より、基本的な社会サービス、特に

教育と保健医療へのアクセスは低
下の一途をたどっている。2024年4
月には、推定5,319校の学校が治安

の悪化により閉鎖され、83万3,818
人の生徒と2万4,308人の教師が影

響を受けたとされている⁷。学校の閉

鎖は主に女の子に影響を与え、早
すぎる強制された結婚(CEFMU)率
の上昇や教育機会の減少につな

がっている。

ブルキナファソ
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• 紛争に関わるすべての当事者に対し、教育セクター

への攻撃の自粛を要請する。これらの当事者が国
際人道法（IHL）と安全な学校宣言の原則を理解し

遵守することができるよう、人道支援および開発

パートナーと協力すること。非国家武装集団
（NSAG）は学校への攻撃を停止し、治安部隊はい

かなる目的にも学校を使用してはならない。また、

学校の再開に関する決定においては、子どもの安

全と幸福が最優先されなければならない。

• すべての当事国に対し、子どもに対するあらゆる重

大な侵害、すなわち徴兵や徴用、殺傷、レイプその

他の性暴力、学校や病院への攻撃、誘拐、人道的
アクセスの遮断を中止し、人権とIHLの義務を果た

すよう求める。女の子を含め、徴用された子どもは

被害を受けた人として、直ちに子どもの保護団体に

特定され、守られなければならない。

ブルキナファソに関する提言

©Plan International / Isso Emmanuel Bationo
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•  国際社会は、拡大するこの危機にもっと関心を寄せ

るべきである。私たちはドナーに対し、最も脆弱な立

場の人びと、特に紛争の影響を受けている子どもへ

の保護活動を実施することによる、より公平性を持っ
た対応を世界的に求めていく。

• 人道的プログラムは、子どもの保護を支援する計画

における優先的な活動として盛り込まれなければな
らない。国連機関、国際非政府組織（INGO）、市民

社会組織（CSO）は、子どもの心理社会的ニーズに

対応しうる質の高いインクルーシブ教育への継続的

なアクセスを支援し、学齢期のすべての子どもが保

護サービスへ適時つながることができるよう支援す
る必要がある。

医療サービスの縮小も依然として大きな懸念事項であ

り、特に治安の悪化により中核医療機関への転院や医

療搬送が一層困難になっている地域ではなおさらであ
る。

プラン・インターナショナルは、ブルキナファソにおける、

殺傷、誘拐、徴用、学校や病院への攻撃、性暴力（特
に思春期の女の子に対するもの）など、 子どもに対す

る重大な侵害の増加を深刻に受け止めている⁸。

プラン・インターナショナルの危機への対応

プラン・インターナショナル・ブルキナファソは1976年に

活動を開始した。同国で最も脆弱な立場にある人びと
を支援するため、現金給付、食料、IDPのための避難

所、衛生キットを提供している。そして地元の女性とIDP
の女性との平和的な協力関係を促進し、収入創出でき

るよう支援している。プラン・インターナショナル・ブルキ
ナファソは、同国の13の地域のうち12地域で、地元の

アクター、責任者、政府機関と協力し、人道支援を実施

している。プラン・インターナショナル・ブルキナファソ

は、人道支援コミュニティによって特定された、サヘル、

サントル・ノルド、ノルド、エスト、ブークル・デュ・ムフン、
サントル・エストという6つの優先地域に注力している。

私たちの計画は、最も脆弱な立場にある人びとを支援
するためのものであり、特にこれら対象地域の女の子、 
子ども、ユース（障がいのある人を含む）に重点を置い

ている。



         7

マリは、深刻な治安の悪化、社会経済的

課題、気候変動の影響によって、多面的

な人道危機に見舞われている。この危
機の特徴は、NSAGが関与する継続的

な紛争という点にあり、それによって社

会不安と暴力行為が広がっている。にも

かかわらず、国連マリ多面的統合安定

化ミッションは撤収し、治安と人道的状

況、そして人道支援アクターの対応能力

の双方が困難になった。

また2023年には、人道支援に必要な資金

の31％しか調達することができなかった

⁹。このため、マリにおいて推定710万人が

人道支援を必要としているという危機的状
況を引き起こしており、そのうち23％が女

性であり、54％が子どもである¹⁰。

マリ軍とNSAGの衝突後、治安の悪化と

規制により、人道的アクセスはさらに制限
されている。 

紛争の長期化によって、強制避難の増加、

貧困の深刻化、気候ショックによる食料安

全保障への悪影響が増大している。また、

暴力行為の終息が見えない中、脆弱で包

囲されたコミュニティを支援する中で、人道

支援活動に携わる人びとは命に関わる危
険に直面している。

モノや人の流れを完全に統制するために

武装集団が課している移動制限は、さらに

強まっている。この不安定な状況下で、

人々は国内外に安全を求めて移住を繰り
返している。2024年5月現在、マリには約

35万4,739人のIDPがいる11。また、推定21
万人のマリ難民が近隣諸国に留まってい
る12。2023年7月に実施されたマルチセク

ター評価によると、避難民が挙げたニーズ
は主に食料（97％）、避難所（50％）、非食

料品（37％）、清潔な水と衛生設備（24％）

であった13。

多くのサヘル諸国と同様、マリも異常気象

と治安の悪化が重なり、農業活動が著しく

阻害され、食料不安と栄養不良が深刻化し
ている。2023年6～2024年5月の間に、危

機的なレベル、もしくはそれ以上の「急性食

料不安」（総合的食料安全保障レベル分類
（IPC）の 3～5）にさらされている人の数は

140万人に急増した。 

同時に、栄養危機も依然として深刻で、5歳
未満の子ども110万人近くが急性栄養不良

に陥っている14。

マリにおける人道危機は、質の高い教育を

受けるという子どもの基本的な権利にも大

きな影響を及ぼしている。主にマリ北部と
中部にある学校が、1,700校以上閉鎖さ

れ、50万人以上の学齢期の子どもが教育

を受けられなくなっている。2024年2月現在

では、52万2,000人の子どもが学習の機会

を奪われ、1万400人超の教師が影響を受

けている15。この問題はトンブクトゥなどで

特に深刻であり、大多数の子どもが不就学

の状態となっている。正規の教育が受けら

れないと、多くの子ども、特に避難民コミュ

ニティの子どもは搾取の危険にさらされ、
将来の成長の機会を奪われる。

国連はマリにおいて、子どもの殺傷、徴兵

と徴用、レイプを含む性暴力、誘拐、人道

的アクセスの遮断、病院や学校に対する攻

撃16を確認している。紛争に巻き込まれた

子どもの権利と安全を守るために、このよ

うな残虐行為に対して、国際的な協力体制

のもと、迅速に対応していくことが必要であ

る。

©Plan International / Diafara Traoré
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プラン・インターナショナルは、1976
年以来マリで活動しており、そのほ

とんどの地域で活動しているため、

国全体の人道的状況を包括的に把

握することができる。私たちの取り

組みには、教育プロジェクト、子ども

の保護、幼児期の保健、就業支援、

生殖に関する健康と権利などがあ

る。

マリに関する提言

• 国際社会は、マリ当局と協力して、安全な人道的アクセス

を確保し、支援要員を保護するための安全対策を改善し

なければならない。その取り組みには、人道回廊の交渉
や、すべての紛争当事者によるIHL遵守の提唱も含まれ

るべきである。

• すべての当事者に対し、子どもに対するあらゆる重大な
侵害(徴兵と徴用、殺傷、レイプその他の性暴力、学校や

病院への攻撃、誘拐、人道的アクセスの遮断)を停止する

ことにより、人権とIHLの義務を遵守するよう求める。国際

社会はマリの子どもが苦しむようなことがないよう、マリ政

府と連携するべきである。政治的および財政的な支援を
提供し、彼ら（当局or政府）の保護活動と人道的ニーズを

支援しなければならない。

•  国際社会は、教育、医療、食料安全保障など、必須サー

ビスへのアクセスを改善するための開発援助を復活さ

せ、強化しなければならない。これには、気候変動の影響

を軽減するための適応戦略も含まれるべきである。資金

援助の拡大は、最も脆弱な立場の人びと、特に子どもを
対象とし、避難と貧困の根本原因に取り組むべきである。

• 武力紛争に関与するすべての当事者に対し、教育機関へ

の攻撃を直ちにやめ、学校や大学を軍事目的に使用しな

いよう強く求める。紛争地域で学校を再開し、教育資源を

提供し、教員を確保するために、早急な行動が必要であ

る。また、避難した子どもの学習の継続を確保するため、
代替教育の機会を設けることにも重点を置くべきである。

プラン・インターナショナルの危機への対応

また、食料安全保障/栄養、健康、

平和構築など、様々な横断的テー

マにも取り組んでいる。私たちの活
動するコミュニティは1,000を超え、

ユースをアクティブシチズンとして

エンパワーメントし、有害な慣習の

撲滅を提唱するために、コミュニ

ティでの対話を促進している。

©Plan International / Diafara Traoré
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人道的地帯では、プラン・イン

ターナショナルは複数の横断的

プロジェクトを実施し、緊急対応

メカニズムと協力して、困窮する

人びとを支援している。
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ニジェールでは、治安の悪化、貧困

の蔓延、気候変動や政情不安など

の影響による複雑な人道的緊急事

態が依然として続いている。ニジェー
ルの政情を揺るがした2023年7月の

クーデター後、西アフリカ諸国経済共

同体は、陸と空の国境を一時的に封

鎖するなどの制裁措置をとった。しか

し、この制裁は政治的圧力以外のと

ころで意図せぬ結果を招くこととなっ

た。栄養支援品や医療品を含む人

道支援物資が国境で止められ、支援
を必要とする、240万人の子どもを含

む450万人の生活が逼迫し、社会不

安に拍車をかけているのだ17。海外

からの財政援助の削減や縮小も、新

政権が公共サービスを効果的に提
供する妨げとなっている。 

2024年2月に制裁が一部解除され

たものの、同国の人道的ニーズは依

然として深刻で、生産・輸送コストの

上昇、情勢不安、干ばつにより、食

料価格は高止まりしており、サヘル

地域における

ここ5年の平均を大幅に上回ってい

る18。同国の人口の80％以上が食料

と収入を農業に依存しているが、干

ばつや洪水により、彼らの生計は脅

かされ、食料確保はますます難しく

なっている。その結果、食料不安は

史上最悪の水準に達し、人道支援へ

の需要が高まっている。食料安全保
障の分析「Cadre Harmonisé」の予

測によると、ニジェール全土で340万

人以上の人が、6月から8月のリー

ン・シーズン（収穫期直前など食料が

最も不足する時期）に、「危機的状
況」（IPCフェーズ3）以上の深刻な食

料不安に直面すると予想されている
19。 その上、同国では5歳未満の子ど

もの47％が慢性的な栄養不良

に、12.2％強が急性栄養不良に陥っ

ている20 。また、同国では人道的アク

セ スが依然として重大な課題となっ

ており、政府と武装集団の緊張関係

が、あらゆる人道支援活動の大きな
障害となっている。

ニジェールでは治安の悪化によっ

て、多くの学校が閉鎖され、たくさん

の人びとが避難を余儀なくされてい

る。国内避難監視センターの報告に

よると、

2023年にニジェールで報告された紛

争による避難民は合計18万1,000人

で、データの入手が可能な2015年以

降、最悪の数字である21。2024年3
月現在、国内では約937校の初等・

中等学校が閉鎖されたままで、3万

5,460人の女の子を含む7万3,876
人の生徒が影響を受けている22。特

に懸念されるのは、閉鎖された学校
の94％が集中しているティラベリ地

域である。教育再開のめどが立た

ず、社会経済的格差が広がり、多く

の子どもにとって不可欠な学習の機

会が奪われている。特に数え切れな

いほどの女の子が教育を受けられな

いまま放置され、彼女たちの負の対

処メカニズムへの脆弱性は高まり、

貧困の連鎖が延々と続いている。

プラン・インターナショナルは、チャド

湖流域の治安情勢に対して、今なお

危機感を抱いている。ニジェールに

おいて、子どもに対する重大な暴力
の件数が2023年には2022年の2倍

以上であったことが、国連によって確

認されている23。さらに、同国におけ

る殺傷、武装集団による徴用、性暴

力、誘拐、病院や学校への攻撃な

ど、子どもに対する深刻な侵害が、

国連によって記録されている。

©Plan International / Fabien Akakpo
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プラン・インターナショナルは1998年以

来、ニジェールで子どもの権利の促進に取

り組んでいる。プラン・インターナショナル・

ニジェールは、社会的・経済的変革のリー

ダーとなる女の子やユース女性に投資し、
同国におけるCEFMUの撲滅とジェンダー

平等の推進を主導する団体として自らを

位置づけている。また、レジリエンスを強

化し、質の高い保健サービスへのアクセス

を提供し、子ども、特に女の子が学校に通

い、

• すべての当事者に対し、IHL と国際

人権法を遵守し、安全でタイムリー

かつスムーズな人道的アクセスの確

保を許可するよう求める。ベナンとの

国境閉鎖と併せ、国内の人道要員

や物資の移動に対する官僚的な制

限は、国内のサプライチェーンや輸

送コストに重大な影響を及ぼしてい

る。

• 国際社会は、健康・教育・清潔な水・

衛生といった基本的ニーズや、レジ

リエンスの強化・生活手段に重点を

置きながら、ニジェールへの援助を

速やかに再開・拡大させなければな

らない。同国の住民の基本的サービ

スへのアクセスは、開発資金の削

減・停止という決定に大きく影響を受

けている。開発資金の停止や削減

は、特に同国の教育など、住民の基

本的サービスへのアクセスを大きく

制限している。これは貧困と脆弱性

の連鎖を助長し、武装集団への子ど
もの徴用やCEFMU、搾取のリスク

を高めている。

プラン・インターナショナルの危機への対応

ニジェールに関する提言

• 暴力的過激主義に対抗することは、

依然として重要な優先課題である

が、危機に対する現在の軍事化さ

れた手法は、脆弱性と不安定さを悪

化させてしまった。軍事的手法だけ

では、危機がもたらす複雑で長期的

な課題に効果的に対処することはで
きない。むしろ、3つの関連要素によ

る取り組みを取り入れた包括的な対

応が必要である。その取り組みで

は、永続的な平和と安定を達成する

ために、紛争を駆り立てる要因と根

本的な原因に対処することが重要で
ある。

• NSAGは学校への攻撃を即時に停

止し、治安部隊は学校や大学を軍

事目的で占拠・使用することを中止

しなければならない。教育を受けら

れなければ、子どもの世代は、国に

貢献するために必要なスキルを身

につけることなく成長することにな

る。また、当事者は子どもに対する

重大な侵害を中止・防止し、すべて

の加害者に対して説明責任を果た

すよう強く求めるため、国連と協力し
なければならない。

スキルによる発展*するためのスキルを身

につけることを支援するプログラムも実施

している。プラン・インターナショナル・ニ

ジェールはまた、マラディ地域のユースが

将来性のある仕事と意思決定の責任を

持てる、レジリエントな社会を作るための
プロジェクトも実施している。

*スキルによる発展: 教育を通して人々の

スキルの育成を図り、経済活動への参加
と貢献を可能にする 　

©Plan International / Fabien Akakpo
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カメルーンの人道状況は、3つの人道危機の影

響が反映されたものである。長引くチャド湖流域
紛争、NWSW地域の武力紛争、中央アフリカ共

和国の難民危機は、10年近くにわたって住民の

幸福と生活状況に悪影響を及ぼしてきた。現在

も続く紛争、組織化された武装集団の活動、繰

り返される異常気象、国内および地域内避難民

は、同国の深刻な人道的ニーズを生み出してい
る。その結果、2024年にはカメルーン全土で推

定340万人が人道支援を必要としており24 、中

でも女性と女の子が困難な状況におかれてい
る。3つの人道的緊急事態は、約100万人の

IDP、約50万人の帰還民、約50万人の難民・庇

護希望者を生み出した25。様々な困難の中でも
最大のものは、IDPの多くが公的証明書を持っ

ていないことである。カメルーンに10年間滞在し

ている難民の多くが子どもを出産したが、その

子どもは出身国でもカメルーンでも公的証明書
を持っていない。その結果、学齢期の子ども19
万人が出生証明書を持っていないと報告されて

いる26。

©Plan International / Marc Schlossman
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カメルーン北西部・南西部部(NWSW)



         17

NWSWカメルーンの危機は、人権侵害や虐待、頻繁

で短期的な移住、繰り返される暴力行為、攻撃への

恐怖、紛争当事者間の敵対行為によって特徴づけら
れる。危機は2016年、英語圏の教師、学生、弁護士

が起こした、差別的な扱いに対する平和的な抗議活

動から始まった。これらの抗議は武力で弾圧され、独

立派の戦闘員がアンバゾニアという英語圏の国家を

樹立しようとしたため、抗争へと激化した。それ以来、

新たな武装派閥の出現により現地の状況は悪化し、

犯罪行為や強制移住が増加している。

2024年2月現在、軍と分離主義勢力の衝

突がNWSW地域の治安を悪化させ、63
万8,400人のIDPと6万4,000人のナイ

ジェリアへの避難民を生み出している27。

家屋や農場が破壊され続け、財産が略

奪されたため、適当な住居を確保するこ
とが極めて難しくなっている。2024年2月

16～26日の間に、暴力行為を避けるた

め、南西部のアッパーバヤン小区画（マ
ニュー区）では推定3,000人が避難を余

儀なくされた28。度重なる暴力行為や、民
間人およびNGOに対する襲撃によって社

会不安が強まり、脅威となって広がってい
る。HRPによれば、2024年時点で50万

人近くが適切な避難場所を確保できてい

ない29。人道的対応は、道路封鎖や町の

ゴーストタウン化によって一段と妨げら

れ、被害を受けた地域へのアクセスが大

幅に制限されている。数多くの援助活動

従事者が誘拐され30、何人かは囚われの

身になり悲劇的な死を遂げた。重大な事

態のひとつは、プラン・インターナショナル
をはじめとする多くのINGOが、以前活動

していた多くのコミュニティにいまだに戻

ることができず、多くの活動を一時的に停

止せざるを得ないことである。

NWSWの危機は、望まない妊娠、安全で

ない中絶、性感染症、ジェンダーに基づく
暴力 (GBV) など、

2023年9月、NSAGは2023/2024年度

の学校再開に対抗するため、2週間の

ロックダウンを実施した。教育セクター
によると、この期間、NWSW地域では

6,970校のうち2,875校（41％）が機能

せず、24万人以上の子どもが教育を受

けられなかった33。前年度に比べて教育

へのアクセスは若干改善したものの、
課題は依然として残っている。2023年

には、NWSW地域の学校、教師、生徒

たちは、殺害、誘拐、脅迫、暴行など、
少なくとも 25 件の襲撃の被害に遭った
34。プラン・ インターナショナルは、この

紛争で子どもが標的とされていること、

そして殺傷、誘拐、徴用・利用、学校や
病院に対する襲撃、CEFMUを含む特

に思春期の女の子に対する性暴力な

ど、子どもに対する重大な侵害の報告

を重く受け止めている35。

©Plan International

©Vanessa Fodjo / Plan International

性と生殖に関する健康(SRH)リスクに対

する女の子と女性の脆弱性を特に高め
た31。UNFPA、女性のエンパワーメントと

家族省（MINPOROFF）、GBV担当地域

のパートナーによる最近の質的評価で
は、NWSW地域の女性と女の子は、コ

ミュニティ住民、家族、夫を含む武装集

団の一員から暴力を受ける危険にさらさ

れている32ことが明らかになった。その評

価によれば、農作業に従事していると

き、学校や市場への行き帰り、市場で商

売をしているときに性暴力を受けている

ということだ。基本的な資源やサービス

へのアクセスが限られている
と、CEFMUやサバイバル・セックスを含

む負の対処メカニズムへとつながってし

まう。

教育セクターはNWSWの危機によって

深刻な影響を受けている。2017年以

来、NSAGは公教育を禁止している。
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プラン・インターナショナル・カメ
ルーンは、30年以上にわたり北西

地域で活動し、社会政治的危機

の影響を受けた子ども、特に女の

子のニーズに応えてきた。プラン・

インターナショナルはまた、スポン

サーシップ・プログラム、特に子ど

もにやさしいスペース（子どもひろ

ば）の確立を中心としたプログラム

に多額の投資を行ってきた。こうし

た取り組みにより、何千人もの脆

弱な立場の子どもが、収入を得る

ことを目的とした有意義な訓練を

受けることで、エンパワーメントさ

れ、最終的には自立する力を培っ

た。また、保護メカニズム、子ども
の保護、GBV予防を通じた支援も

行っている。

• 安全な学校宣言および国連安全保
障理事会決議2601に基づ

き、NSAGは学校への攻撃を中止す

ること。そして治安部隊は学校や大

学をいかなる目的にも使用してはな

らない。学校再開の意思決定プロセ

スにおいて、子どもの安全と幸福が

常に最優先されること。当事者は、

学校の中断や閉鎖を最小限に抑え
られる環境を作るべきである。

• カメルーン政府と NSAG に対

し、NWSW 地域で現在進行中の社

会経済状況の根本原因に対処する

ため、中立的な第三者を交えた誠実

でインクルーシブな対話を実現する

機会を探り続けるよう訴える。この
取り組みは、NWSWの住民が尊厳

をもって平和に生活し、様々な機

会、質の高い教育、生計の手段、将

来的な居場所を得ることができるよ

う、紛争の根本原因に焦点を当てる
べきである。

プラン・インターナショナルの危機への対応

南西地域における先駆的なINGO
の1つとして、私たちは宗教的・伝

統的指導者、地元団体、ユースグ

ループと提携し、子どものニーズに
応えている。 

プラン・インターナショナル・カメ

ルーンは、最北のミナワオ難民
キャンプにおける設立（2013年7
月）以来、積極的に活動し、重要な

保護サービスを提供している。そ

の活動は、ボコ・ハラムの反乱の

影響を受けた子ども、女の子、女

性の支援が主なもので、子どもの

保護だけでなく、生計、教育、栄

養、食料の確保といった重要な分

野を網羅している。

• ドナーには、カメルーン全土での緊

急対応活動を拡大するため、数年

にわたり資金を増額するよう要請す

る。この支援拡大は、避難民の緊急

ニーズに対応し、脆弱な立場の子ど
も、特に思春期の女の子をGBVか

ら守るために極めて重要である。同
様に、国際社会は、IDPおよび難民

が公的証明書へアクセスしやすくな

るよう、彼らに対する法的支援への

サポートを早急に拡充しなければな

らない。これには、国家市民資格局

のキャパシティを高め、カメルーンで
生まれたIDPおよび難民の子どもに

出生証明書を提供するための、政
府への支援も含まれる。

• 国連とINGOは、この人道危機の多

面的な側面に効果的に対処するた

め、組織の連携の強化を図り、協力

体制を整え、資金を集め、包括的な

戦略を立てた上で、足並みをそろえ
なければならない。

NWSWカメルーンに関する提言
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スーダン
現在の紛争以前から、スーダンでは
2003年のダルフール危機に端を発した

暴力行為と避難民の問題が存在してい

た。同国は、主に南スーダンと北部エチ
オピアから100万人超の難民を受け入れ

ていた36。2019年、長期的に独裁的な統

治を行ってきた指導者オマル・アル＝バ

シールが追放され、当初はスーダンの民
政移管への期待が高まった。だが、2年

後の軍事クーデターによって暫定文民政

府は解体され、同国は政治的・経済的混

乱に陥り、地域間紛争が再燃した。同国

はまた、洪水や干ばつなど、気候変動に

伴う異常気象にも大きく影響を受けてい

る。これらの災害により、農作物や家畜

が被害を受け、家庭での食料入手が困

難になり、スーダン全土の数十万人に深
刻な影響を与えている。

2023年4月15日、スーダンの首都ハル

ツームで、スーダン武装勢力と準軍事組

織「急速支援部隊」との激しい衝突があ

り、全国的な紛争へと広がり、瞬く間に世

界最大級の人道危機となった。紛争が始
まって1年が経過した今、同国は人道的

な大惨事に瀕している。

アフリカ・中東を中心に、紛争や衝突の

発生場所とその詳細情報を記録している
Armed Conflict Location & Event Data
によると、2,500万人近く（うち1,400万人

あまりは子ども） が人道支援を必要とし

ており37、1万5,000人以上が亡くなってい

る38。他の多くの人道支援機関と同様、プ

ランも戦闘と治安の悪化のため、ハル

ツームとアルジャジーラ州での活動を継
続できなくなった。

現在も続く暴力行為と生活必需品の欠

如により、多くの人が家を捨てざるを得な

い状況に追い込まれている。紛争が始
まってから2024年4月までに、860万人

以上（全人口の16％）が避難を余儀なく

され39、スーダンでは世界最大の避難民

危機が起こっている。多くの人びとが

スーダン国内または近隣諸国に避難先

を求めており、近隣諸国に逃れたのは、
そのうち200万人以上とされる40。危機が

解決しなければ、何十万人もの人びとが

難民として、生活支援を求めて避難を余
儀なくされるだろう。

2024年4月には、スーダンの人口の

40％あまり（約1,800万人）が深刻な食料

不安に見舞われ、支援の必要性はそれ

以来高まり続けている41。スーダンは気

候変動の影響を最も強く受ける国のひと

つであり、気候危機は食料安全保障と農

業に、直接的に深刻な影響を及ぼす。

©Plan International / Peter Caton
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これは、スーダン人の80％が生計を農業と

牧畜業に依存しているため、大きな問題と

なっている。半数以上の国民が深刻な食

料不安に見舞われており、同国に関する
最新のIPC分析によると、スーダンにおけ

る飢饉は世界最大規模のものであ
る。2,560万人が、6〜9月の間、リーン・

シーズンと重なり、「急性食料不安」か、ま
たはそれ以上のフェーズ（IPC3以上）に陥

ると予測されている。また、IPCアラートで

は、大ダルフール（5州すべて）、南および

北コルドファン、青ナイル、アルジャジー
ラ、ハルツームを含む10の州で、75万

5,000人がIPC尺度で最も深刻な分類であ

る「壊滅状態」（IPCフェーズ5）にあるとされ

た。また850万人（人口の18％）が「緊急事

態」（IPCフェーズ4）に陥っている42。エル

ファシャーでは、数十万人の民間人が包囲

され続け、食料と水の不足による深刻な飢

えと渇きに苦しんでいる43。

スーダンでは、人口の約65％が医療を受

けられず、紛争の継続により事態は悪化し

ている。紛争の影響を受けた地域では、病
院の70～80％が機能しておらず、最も必

要とされる場所での医療サービスが著しく

制限されている44。この危機的な医療崩壊

により、コレラ、デング熱、はしか、マラリア

などの疾病が大流行している。さらに、

スーダン全土で医療を提供する上で、治安

の悪さや、避難、

医薬品・医療機器・電気・清潔な水といった

必須物資へのアクセスの制限は、依然とし

て大きな障壁となっている。その結果、コレ
ラと疑われる症例が1万1,000件以上報告

されており45、基本的な公衆衛生サービス

の崩壊により、他の疾病も急増し続けてい

る。同国の医療危機は急速に悪化してお

り、これを食い止めるためには、国際的な
支援と介入が今すぐに必要である。

深刻化する飢餓の危機はジェンダー問題

にも大きな影響を与えており、女性と女の
子に対する、性暴力を含むGBVのリスクは

高まっている。避難、治安の悪さ、限られた

医療インフラといった問題が重なることで、

女性と女の子の脆弱性が一層高まり、これ

らの重大な問題に対処するための包括的

な支援と国民の保護のための措置の実施

が急を要することが明らかになった。スー
ダンにおけるGBVの報告は急増しており、

誘拐、パートナーからの暴力、紛争に関連
した性暴力、CEFMUなどの懸案事項があ

る46。GBV Sub-Sectorによると、2023年

12月のアルジャジーラ州での衝突によって

個人や家族が何度も避難を余儀なくされた
が、それ以前から670万人がすでにGBVの

危険にさらされていたという47。この状況
は、150万人以上のIDPが生殖可能年齢に

ある女性と女の子であり、

出産や妊産婦のための必要不可欠な保健

サービスにアクセスすることが非常に厳し

いという事実によって悪化している
48。Sudan GBV Sub-Sectorは、資金の増

強を急ぎ、人道的アクセスを確保するため
の外交努力を強化しなければ、GBVの予

防と対応に関するサービスを必要とする何

百万人もの女性と女の子が、保護される権

利を奪われ続けることになると警告してい
る。

紛争は同時に、スーダンの教育セクターに
も影響を及ぼしている。紛争勃発から1年

が経過した現在も、スーダンの学校の大半
は閉鎖されたままで、1,900万人の学齢期

の子どものうち90％が、まる１年間学校に

通っていない49。その上、学校を避難所とし

て利用する傾向が強まっており、特定の地
域ではその割合が100％に達しているた

め、避難民の子どもだけでなく、受入側の

コミュニティの子どもにまで大きな影響を及

ぼしている。

北ダルフールおよび南コルドファン地域で

は、最近プラン・インターナショナル・スーダ

ンが、避難民が集まる場所に非正規教育

のための教室を提供するプロジェクトを開
始した。

何千人もの子どもが殺傷され、さらに数え

切れないほどの子どもが、性暴力や紛争

における徴兵と徴用を含む重大な保護リス

クにさらされている。国連はスーダンにおけ

る、子どもの殺傷、徴兵と徴用、レイプを含

む性暴力、誘拐、人道的アクセスの遮断、

病院や学校に対する攻撃を確認した50。プ

ラン・インターナショナルは、スーダンでの
子どもに対する重大な暴力行為が480%と

いう衝撃的な増加率を見せている事実を憂

慮している51。その影響は非常に深刻で、

全世代の心をむしばみ、心理社会的な苦

痛が増幅していくとみられている。

©Plan International
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• 国際社会に対し、飢餓危機の総合的な影

響を考慮のうえ、スーダンにおける人道

的対応のための資金援助を至急増額す
るよう求める。HRPに対する資金援助 の
達成率は、2024 年 6 月現在、わずか

16.8%である52。食料安全保障、栄

養、WASH、SRH、妊産婦と子どもの健

康、そして子どもの安全確保とGBVの予

防・対応を含む保護活動に十分な資金を

提供することは、悪化する食料不安の影

響を短期・長期的に軽減するために極め

て重要である。この資金は、女性グルー

プや相互扶助ネットワークなど、国や地
方の組織にも提供されるべきである。

• 紛争当事者に対し、直ちに交渉の席に着

き、即時停戦に合意し、飢餓危機の悪化

を回避するための措置を速やかに実施す
るよう強く求める。彼らは、IHLに基づく義

務を果たし、人道要員の保護と、援助を

必要としている人びとへの安全なアクセ

スを確保しなければならない。また、市

場、農地、畜産地、食料貯蔵施設など、

食料システムに不可欠な場所やインフラ

を標的としたり、略奪したり、意図せず損
傷したりしてはならない。

• 国際社会、特に影響力のあるものに対
し、子どもを保護し、GBVのリスクを防止

するための政策を優先的に実行するよう

両当事者に速やかに働きかけること、お
よび子どもを保護し、CAAFAGを防止す

ることを目指した国家行動計画と政策の
実施を支援することを求める。

プラン・インターナショナル・スーダンは、45
年以上にわたり活動を続けてきた。プラン・

インターナショナルは、世界最大規模の子

どもの避難の要因となった紛争が始まって

以来、移動式の子どもに優しいスペースを

提供し、精神衛生と心理社会的支援サー

ビス、子育てと思春期の若者のライフ・スキ

ル・プログラム、親から引き離された子ども

や保護者のいない子どものための事例管

理（家族の捜索を含む）、代替ケア・プログ

ラムを提供して対応してきた。また、性と

ジェンダーに基づく暴力のリスクへの対応

と、その軽減を目的としたプログラムや、軍

または武装集団と関わりのある子ども
(CAAFAG)のための提唱活動も行ってい

る。

プラン・インターナショナルの危機への対応

危機の継続に伴い、プランはスーダン全土

で増大するニーズに対応するため、人道支

援活動の規模を拡大している。プラン・イン

ターナショナル・スーダンは、北ダルフー

ル、南および北コルドファン、カッサラ、エ
ル・ゲダレフ、白ナイルの5つの州で活動し

ており、ポート・スーダンが調整拠点として

加わった。私たちは緊急時の子どもの保

護、緊急時の教育、食料安全保障と生計
手段、健康と栄養、水と衛生（WASH）、多

目的現金給付を含む非食料品による支援
に取り組んでいる。加えて、全国的なGBV
事例の増加への対応や、近隣諸国の難民

のニーズへの対応も行っている。

スーダンに関する提言

さらに、スーダンにおける子どもの保護と
GBV防止に焦点を当てたプログラムに

は、資金と財源を増やすことが不可欠で

ある。ただちに資金を増強し、人道的アク

セスを確保するための外交努力を強化し
なければ、GBVの予防と対応サービスを

必要とする何百万人もの女性と女の子

は、保護されるべき状況にもかかわらず、
サービスを受けられないままであると、 
Sudan GBV Sub-Sectorは警告してい

る。

• スーダン全土で効果的で効率的かつ信

頼性の高い通信ネットワークを維持し、

人道支援活動支援のために不可欠な通

信回線が稼働し続けるよう、すべての当
事者に強く求める。2024年2〜3月に起き

た全国的な通信障害は、数百万人の生

命維持に必要な援助の提供に深刻な影

響を与えた。安定した通信回線は、援助

の調整、情報収集、資金の受領、必須

サービスの管理などを携帯電話ネット
ワークに依存している現地のNGOやコ

ミュニティ・グループにとって不可欠であ
る。
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プラン・インターナショナルについて

プラン・インターナショナルは、子どもの権利と女の子の平等を推進する独立した開発・人道
団体である。私たちは、すべての子どもの力と可能性を信じているが、それが貧困、暴力、
排除、差別によってしばしば抑圧されていることを知っている。そして、その影響を最も受け
ているのは女の子なのだ。

子ども、ユース、支援者、パートナーとともに、私たちは公正な世界を目指し、女の子や脆弱
な子どもが直面する課題の根本原因に取り組んでいる。私たちは、子どもが生まれてから大
人になるまで、彼らの権利を支援し、子どもが危機や逆境に備え・対応できるようにする。私
たちの広がり、経験、知識を活用し、地域、国、そして世界レベルで実践と政策の変革を推
進する。

85年以上にわたり、私たちは80ヵ国超で全ての子どもの生活を変えるために、決意ある楽
観主義者を結集してきた。

皆が平等になるまで、私たちは止まらない。

© 2024 | Plan International
New York United Nations Liaison Office
228 East 45th Street, 15th Floor
New York, NY 10017

E-mail: UNOfficeNY@plan-international.org
https://plan-international.org/un/


